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見
果
て
ぬ
平
和 
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中
東
の
戦
後
７
５
年
（
百
二
十
四
） 

 

第
五
章
：
二
つ
の
こ
よ
み(

西
暦
と
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦)

（
十
） 

 

百
二
十
四 

イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
イ
ト
進
攻
と
湾
岸
戦
争(

一―

五)
 

  

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
千
四
百
年
、
西
暦
１
９
８
０
年
に
始
ま
っ
た
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は
、

地
上
戦
で
は
一
進
一
退
の
消
耗
戦
の
様
相
を
呈
し
、
ま
た
ペ
ル
シ
ャ(

ア
ラ
ビ
ア)

湾
で

は
互
い
が
相
手
の
石
油
積
出
施
設
を
空
爆
、
さ
ら
に
イ
ラ
ン
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
を
航
行
す

る
石
油
タ
ン
カ
ー
を
攻
撃
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
入
口
で
あ
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
を

ほ
の
め
か
す
な
ど
事
態
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
よ
う
や
く
１
９
８
８

年
に
な
っ
て
両
国
は
国
連
の
調
停
案
を
呑
み
停
戦
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
時
、
イ
ラ
ン

の
ホ
メ
イ
ニ
師
が
停
戦
の
受
諾
は
「
毒
を
呑
む
よ
り
つ
ら
い
」
と
語
っ
た
の
は
有
名
で

あ
る
。 

  

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は
イ
ラ
ク
に
も
大
き
な
犠
牲
を
強
い
た
。
内
政
は
崩
壊
の
一

歩
手
前
で
あ
っ
た
。
し
か
し
フ
セ
イ
ン
は
一
筋
縄
で
は
い
か
ぬ
独
裁
者
で
あ
る
。
彼
は

災
い
を
逆
手
に
と
っ
て
権
力
保
持
に
突
っ
走
っ
た
。
国
内
で
は
強
権
的
手
法
を
一
層
強

め
、
二
人
の
息
子
を
使
っ
て
部
下
に
は
忠
誠
を
強
要
し
、
南
部
の
シ
ー
ア
派
、
北
部
の
ク
ル
ド
族
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
を
弾
圧
し
た
。
フ
セ

イ
ン
と
彼
の
忠
実
な
部
下
た
ち
は
国
内
で
は
少
数
派
の
ス
ン
ニ
派
で
あ
る
。
彼
ら
は
権
力
を
失
う
と
過
酷
な
報
復
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
て
い
る
。
だ
か
ら
部
下
た
ち
は
フ
セ
イ
ン
の
命
令
に
絶
対
服
従
を
誓
い
、
反
政
府
勢
力
を
弾
圧
し
た
。
絶
対
的
独
裁
政
権
が
意
外
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と
強
固
な
の
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
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